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　　Fig. 1: Structure of (a) plasmonic solar cell and (b) inverted-type or-

ganic solar cell, (c) AFM image of the plasmonic electrode, and (d) I-V

characteristics for 1-SUN irradiation.

多くの有機薄膜太陽電

池において、透明電極とし

てレアメタルであるイン

ジウムを含むインジウム

酸化スズ (ITO)が使われて

いる。しかしインジウムは

戦略物質であり、また ITO

は可撓性に劣るという欠

点をもつため、レアメタル

フリーな有機薄膜太陽電池

が求められている。そこで

本研究では、ITOの代わり

にランダムに配置された円

開孔を有する銀薄膜を電極

(プラズモニック電極)とし

た有機薄膜太陽電池を提案

する。構造を持たない銀薄

膜の光透過率は低いが、ラ

ンダム円開孔によるプラズ

モニック効果により、可視

域全体において太陽光の入射角にかかわらず発電層における光吸収の増強が可能となる。本太陽電

池は逆型有機薄膜太陽電池を基にしたものである。Fig.1(a)に作製したプラズモニック太陽電池の

層構造を示す。比較のために作製した、ITO電極を用いた逆型有機薄膜太陽電池の構造も Fig.1(b)

に示す。プラズモニック太陽電池は、逆型有機薄膜太陽電池の ITO極板をプラズモニック電極に

置き換えたもので、そのほかの構造および膜厚は同じである。プラズモニック電極はガラス基板

上に直径 100nmの球形シリカを固定し、その上に厚さ 40nmの銀を蒸着し、最後にスコッチテー

プで粒子を除去することによって作製した。Fig.1(c)にプラズモニック電極の AFM像を示す。

Fig.1(d)に測定したプラズモニック太陽電池および逆型有機薄膜太陽電池の I-V 特性の測定結果

を示す。得られたプラズモニック太陽電池の変換効率は η = 1.55± 0.44%、逆型有機薄膜太陽電池

のそれは η = 1.47±0.41%であった。開放電圧、フィルファクタ、および変換効率は、プラズモニッ

ク太陽電池の方が逆型太陽電池のそれらよりも高い値を示した。一方、短絡電流密度はプラズモ

ニック太陽電池の方が低い値を示した。


